
（別紙 11）
静岡県におけるジビエ利用拡大を考慮した狩猟者の育成に係る

評価報告

１ 狩猟者の現状や課題等

２ １の課題等に対応するため、本事業で実施した取組内容

増えすぎたニホンジカによる生態系や農林業等への被害が深刻化し、捕獲に対する
ニーズが高まっている。
利活用を積極的に行うことができる捕獲従事者の養成を目的として、捕獲した獲物

を利活用する上で必要な知識や技能を習得するための研修が必要とされている。

実施時期 1/18、2/1、2/14、2/15

場所 静岡市（座学）、富士市（射撃）、富士宮市（フィールド）

目的
捕獲個体の利活用を促進するため、捕獲した獲物を利活用する上

で必要な知識や技能を習得するための研修を行い、捕獲後の利活用

まで積極的に行うことができる捕獲従事者を養成する。

対象者・講師

（人数も記載）

１ 対象者（座学 15 人、射撃・フィールド 10人）
以下の要件を満たす者

・静岡県内在住
・第一種狩猟免許所持者（射撃・フィールドの場合）
・装薬銃を所持していること（射撃・フィールドの場合）

２ 講師
(1) 座学

ア 鳥獣保護管理捕獲コーディネーター（１人）
イ 鳥獣保護管理調査コーディネーター（１人）
ウ ジビエ処理加工施設を運営する者（１人）
エ 利活用に関して精通した大学教授等（１人）

(2) 射撃実習
夜間銃猟をする際の安全の確保に関する技能があり、射撃

指導員の資格を保有する者（１人）

(3) フィールド実習
鳥獣保護管理捕獲コーディネーター（１人）

内容
捕獲後の利活用まで積極的に行うことができる捕獲従事者を養成

するために、利活用する上で必要な知識、銃器による捕獲技術、わ

なによる捕獲技術等について学べる、座学および実習を実施した。

方法
区分 内容 時間



注１：項目に沿って、実施した研修会等の具体的内容を記入すること。なお、「目的」には育成したい

人材像も記入し、「評価方法」には本事業の目的や育成したい人材像に対する事業内容の適切性や事

業効果の検証・測定方法等を記入すること。

注２：事業終了後の評価結果では、各項目について、実施した結果を記入すること。

３ ２の取組に対する評価と今後の課題等（事業終了後の評価結果時のみ記入）

注：１の課題及び２の各記載内容等も踏まえ、取組が適切に実施されたか、事業目的に対して効果があ

ったか等の評価を具体的に記入すること。

また、評価を通じ明らかになった取組目的・内容の改善点や今後の狩猟者育成の課題等についても

記入すること。

４ その他

注：特記すべき事項があれば記入すること。

評価方法 参加者に対する実施後のアンケートによる

事業費 1,925,000円

備考

座学

１ 利活用する上で必要な知識

・食肉利用するために必要な知識、捕獲技術

・県内のジビエ処理加工施設の情報
・ニホンジカの生息状況及び捕獲状況

・ニホンジカの生態

・鳥獣保護管理法

・安全管理・救護 等

１日

射撃
実習

２ 質の良い肉を確保するための銃器による捕獲技術 １日

フィ
ール
ド
実習

３ 捕獲技術と食肉利用について

・質の良い肉を確保するためのくくりわなによる

捕獲技術

・止めさし技術

・食肉利用のために必要な捕殺及び捕殺後の処理

技術と衛生管理 等

２日

合 計 ４日

・座学における講義の内容について 64％が満足との回答であった。特にシカの生態に
ついての講義が好評だった。

・射撃実習について、約 78％が満足との回答であった。
・フィールド実習について、約 89％が満足との回答であった。
射撃・フィールドの両実習において、特に射撃の実習が好評であった。


